
南多摩保健医療圏課題別地域保健医療推進プラン（平成19年度～21年度計画）
　地域全体で考えよう｢働き盛りのうつ病対策｣　　～壮年期の自殺を減らそう～



期待できる成果


③関係機関の連携と地域の課題の共有及びサポート体制の構築





19年度実績





背景と課題


｢自殺対策基本法｣の制定によって関係者相互の連携のもとに自殺対策を実施する基本理念と、国、自治体、事業主、国民それぞれの責務が明らかにされた。


圏域の自殺死亡数が交通事故死の約５倍であり、また壮年期の自殺割合が高い。


地域の連携、協働を推進し、働き盛りのうつ病対策ひいては自殺予防につながる地域のサポート体制の構築が必要である。





期待できる成果


①内科医のうつ病に対する対応力向上





事業内容：地域全体で考えよう｢働き盛りのうつ病対策｣


（平成２０年度）


診療ネットワークを目指した内科医対象の普及啓発活動


労働分野対象の普及啓発活動


サポート体制の検討（連携会議、社会資源情報の整理）





期待できる成果


②うつ病についての正しい知識の普及によるうつ病の予防及び早期発見








事業目標


住民・市・医療機関・商工会議所等関係団体との連携・協働により、働き盛りのうつ病対策、ひいては自殺予防のためのサポート体制を構築する。（H１９～H２１）


内科医・精神科医の診療連携体制の構築を目指し、地区医師会との協働により内科医向けの研修を実施する。また、関係機関と協働した住民等への普及啓発活動を実施する。（H２０）








≪状況把握≫


産業労働分野（労働基準監督署・商工会議所等）へ訪問調査


各地区医師会へ訪問調査


関係機関連携会議開催（12月4日）


参加機関数：30機関


≪普及啓発≫


産業労働分野対象の講演会開催（3月18日）





20年度計画








≪普及啓発≫


医師会と協働で内科医対象の研修開催


産業労働分野対象の講演会等開催


普及啓発用媒体の作成・配布


≪サポート体制の構築≫


関係機関連携会議の開催


社会資源の整理





資 料 ５








